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﹇
調
査
結
果
の
概
要
﹈

２
０
２
２
年
度
の
供
給
可
能

量
は
３
，７
６
７
万
本
と
な

り
、
対
２
０
２
１
年
度
（
３
，

９
９
０
万
本
）
比
９４
・
４
％
と

４
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
形
態
別
内
訳
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
Ｇ
Ｃ

Ｐ
）
が
最
も
多
く
全
体
の
お
お

む
ね
半
数
（
４７
・
６
％
）、
次

に
コ
ン
テ
ナ
樹
木
が
お
よ
そ
５

分
の
１
の
２１
・
５
％
、
３
番
目

に
低
木
常
緑
樹
が
１８
・
３
％
の

順
と
な
る
（
図
―
１
）。
露
地

栽
培
物
の
シ
ェ
ア
ー
３０
・
９
％

に
対
し
、
コ
ン
テ
ナ
栽
培
物
の

シ
ェ
ア
ー
は
６８
・
７
％
、
３
対

７
を
維
持
し
て
い
る
。
高
中
木

本
数
の
形
態
別
内
訳
は
、
常
緑

広
葉
樹
５
、
落
葉
広
葉
樹
３
、

針
葉
樹
２
の
割
合
を
保
っ
て
い

る
。主

な
形
態
に
つ
い
て
種
類
別

の
内
訳
を
み
る
と
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
で

は
、
タ
マ
リ
ュ
ウ
３
６
７
万
鉢

（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
全
体
の
２１
％
）、
シ

バ
ザ
ク
ラ
類
２
１
７
万
鉢
（
同

１２
％
）、
コ
グ
マ
ザ
サ
１
１
５

万
鉢
（
同
６
％
）、
さ
ら
に
、

リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
６０
万
鉢
、
フ
ッ

キ
ソ
ウ
５９
万
鉢
の
構
成
と
な

る
。コ

ン
テ
ナ
樹
木
は
、
シ
ャ
リ

ン
バ
イ
４０
万
鉢
（
コ
ン
テ
ナ
樹

木
全
体
の
５
％
）、マ
ホ
ニ
ア
・

コ
ン
フ
ュ
ー
サ
２９
万
鉢
（
同

４
％
）、
セ
イ
ヨ
ウ
ベ
ニ
カ
ナ

メ
モ
チ
２５
万
鉢
（
同
３
％
）、

シ
ラ
カ
シ
２１
万
鉢
、
ハ
マ
ヒ
サ

カ
キ
１８
万
鉢
が
上
位
を
占
め
て

い
る
。

低
木
常
緑
樹
で
は
サ
ツ
キ

２
３
０
万
本
（
低
木
常
緑
樹
全

体
の
３３
％
）、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ

１
０
４
万
本
（
同
１５
％
）、
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
１
０
２
万

本
（
同
１５
％
）、
キ
ン
メ
ツ
ゲ

３１
万
本
、
ボ
ッ
ク
ス
ウ
ッ
ド
２４

万
本
が
上
位
５
樹
種
を
構
成
し

て
い
る
。
サ
ツ
キ
は
２
０
１
８

年
度
ま
で
４
０
０
万
本
台
、

１９
・
２０
年
度
に
３
０
０
万
本

台
、
２１
年
度
よ
り
２
０
０
万
本

台
へ
供
給
力
を
下
げ
て
い
る
。

な
お
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
の
タ
マ
リ
ュ

ウ
は
鉢
径
７
・
５
ｃ
ｍ
、
５
芽

立
の
規
格
の
他
に
、
マ
ッ
ト
栽

培
に
よ
る
供
給
（
露
地

７
，０
０
０
㎡
、
コ
ン
テ
ナ
約

２
１
，６
０
０
㎡
）
も
行
わ
れ

て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
の
総
数
は
前

年
度
に
対
し
５
・
６
ポ
イ
ン
ト

減
少
と
な
り
、
対
２
０
２
１
年

度
比
は
露
地
物
９３
・
３
％
、
コ

ン
テ
ナ
物
９４
・
９
％
と
ど
ち
ら

も
減
退
し
て
い
る（
図
―
２
）。

２
０
２
２
年
度
コ
ン
テ
ナ
栽
培

物
の
対
前
年
度
比
の
内
訳
は
、

樹
木
９０
・
８
％
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
９６
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
主
に
コ
ン
テ
ナ
栽
培
物
の

樹
木
の
減
産
が
全
体
の
動
き
に

影
響
し
て
い
る
。

﹇
需
要
の
動
向
﹈

「
建
設
工
事
施
工
統
計
調

査
」（
国
土
交
通
省
）
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
度
の
造
園
工

事
完
成
工
事
高
は
６
，９
８
１

億
円
、
前
年
度
比
３５
・
２
％
と

大
き
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
造
園
工
事
業
種
が

元
請
で
受
注
し
て
い
る
金
額
は

３
，８
３
４
億
円
と
こ
ち
ら
も

前
年
度
に
比
べ
５１
・
２
％
の
飛

躍
的
な
増
と
な
る
。
た
だ
し
、

２
０
２
０
年
度
分
よ
り
集
計
に

欠
測
値
補
完
が
行
わ
れ
て
い

る
。
最
近
１０
年
間
で
は
２
０
１

８
年
度
ま
で
の
４
千
億
円
台
か

ら
７
千
億
円
台
に
一
挙
に
近
づ

い
て
い
る
。
元
請
比
率
は
５４
・

９
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ

５
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
い

る
。ま

た
、
２
０
２
０
年
度
の
元

請
完
成
工
事
高
を
発
注
者
別
に

み
る
と
、
公
共
は
２
，０
２
３

億
円
（
５２
・
８
％
）、
民
間
は

１
，８
１
１
億
円（
４７
・
２
％
）

と
な
り
、
両
部
門
と
も
に
昨
年

度
実
績
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
（
図
―
３
）。

な
お
、
造
園
工
事
業
を
含
む

総
合
工
事
業
８
業
種
全
体
の
完

成
工
事
高
は
前
年
度
に
比
べ

３
・
１
％
減
、
造
園
工
事
業
は

８
業
種
の
中
で
１８
・
６
％
と
１

番
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
い

る
。公

共
工
事
の
全
体
的
状
況

を
、「
公
共
工
事
前
払
金
保
証
統

計
」（
北
海
道
・
東
日
本
・
西
日
本

建
設
業
保
証
㈱
）
に
よ
っ
て
検

討
す
る
。
２
０
２
１
年
度
の
件

数
は
２
３
１
，５
１
４
件
、
前

年
度
に
比
較
し
５
・
２
％
の

減
、
請
負
金
額
は
１４
兆
５
０
３

億
円
、
前
年
度
に
比
べ
８
・

６
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
発
注

者
別
で
は
、
市
区
町
村
が
最
も

大
き
く
件
数
で
４５
・
９
％
、
請

負
金
額
で
３３
・
８
％
を
占
め
て

い
る
。
２
番
目
は
都
道
府
県
が

各
々
４１
・
９
％
、
３１
・
７
％
と

な
る
。
地
域
別
に
は
、
関
東
の

ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
く
件
数
で

２１
・
３
％
、
請
負
金
額
で
２５
・

６
％
を
占
め
る
。

造
園
植
栽
工
事
に
結
び
つ
き

の
強
い
公
園
お
よ
び
道
路
工
事

の
請
負
金
額
に
つ
い
て
、
道
路

部
門
は
４
兆
８
６
７
億
円
、
対

前
年
度
比
９８
・
７
％
と
減
少
、

公
園
部
門
は
４
，６
８
７
億

円
、
対
前
年
度
比
９０
・
２
％
で

や
は
り
減
少
と
な
る
。

「
全
国
屋
上
・
壁
面
緑
化
施

工
実
績
調
査
」（
国
土
交
通

省
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年

に
約
１９
・
９
ha
の
屋
上
、
約

５
・
８
ha
の
壁
面
が
新
た
に
緑

化
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
累
積

で
、
屋
上
は
約
５
３
５
・
８

ha
、
壁
面
は
約
１
０
８
・
５
ha

が
整
備
さ
れ
た
。
建
物
用
途
別

に
み
る
と
、
累
積
で
屋
上
は
住

宅
/
共
同
住
宅
（
１
１
０
・
６

ha
、
２０
・
０
％
）、
教
育
文
化

施

設
（
７３
・
５
ha
、
１３
・

３
％
）、
商
業
施
設
（
７１
・
３

ha
、
１２
・
９
％
）
が
上
位
を
占

め
て
い
る
。
壁
面
は
商
業
施
設

（
３０
・
１
ha
、
２７
・
５
％
）、

工
場
・
倉
庫
・
車
庫
（
１７
・
３

ha
、
１５
・
８
％
）、
教
育
文
化

施

設
（
１２
・
１
ha
、
１１
・

１
％
）
の
順
と
な
る
。

屋
上
緑
化
に
使
用
さ
れ
る
植

栽
材
料
の
形
態
別
累
積
面
積
を

み
る
と
、
セ
ダ
ム
を
主
に
植
栽

２５
・
６
％（
１
３
７
・
０
ha
）、

芝
生
を
主
１７
・
７
％
（
９４
・
９

ha
）、
そ
の
他
草
本
１０
・
６
％

（
５６
・
６
ha
）
な
ど
で
あ
る
。

一
方
、
壁
面
緑
化
の
累
計
面
積

は
、
や
は
り
ツ
ル
性
植
物
を
主

７３
・
５
％
（
７９
・
８
ha
）、
ツ

ル
性
を
除
く
草
本
を
主
８
・

８
％
（
８
・
１
ha
）、
ツ
ル
性

を
除
く
樹
木
を
主
４
・
１
％

（
４
・
４
ha
）
と
な
る
。

「
建
設
工
事
受
注
動
態
統
計

調
査
（
大
手
５０
社
）」（
国
土
交

通
省
）
を
も
と
に
、
民
間
の
建

築
・
土
木
工
事
の
動
向
を
把
握

す
る
。
２
０
２
１
年
度
の
受
注

高
は
１０
兆
９
，２
６
７
億
円
、

民
間
工
事
は
、
製
造
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
運
輸
業
、
郵
便
業
等

が
増
え
、
前
年
度
比
８
・
２
％

の
増
、
３
年
ぶ
り
に
増
加
し

た
。

（
一
社
）
日
本
植
木
協
会

令
和
４
年
度

都
道
府
県
別
緑
化
樹
木

供
給
可
能
量
調
査

結
果
報
告

（
一
財
）
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー

理
事

瀧

邦

夫

図－１ 形態別の供給可能量（単位：千本・鉢）
［２０２２年度：３７,６７４千本・鉢］

図－２ 露地・コンテナ栽培の推移（単位：千本・鉢）

図－３ 発注者別元請完成工事高の推移（単位：億円）
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コンテナ部会通常総会
開催日 令和５年１月２６日㈭
会 場 熊本県熊本市内

青年部会通常総会
開催日 令和５年２月８日㈬
会 場 ホテルクラウンパレス浜松



（2）緑 化 通 信2022年（令和４年）10月25日 火曜日（第495号）

㈱
阪
中
緑
化
資
材

賛助会員紹介
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創
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カ
ナ
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地
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資
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創
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カ
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シ
リ
ー
ズ
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〒649-6124
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　　　　桃山町市場 269-1
TEL 0736-66-2201
FAX 0736-66-2172
e-mail：srs@sakanaka.co.jp

令
和
４
年
９
月
７
日
㈬
、
協

会
会
議
室
に
お
い
て
環
境
緑
化

樹
木
識
別
検
定
資
格
認
定
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

資
格
認
定
委
員
会
は
７
月
９
日

㈯
に
実
施
し
た
樹
木
識
別
検
定

（
１
０
０
種
の
樹
木
に
つ
い
て

枝
葉
だ
け
を
見
て
正
し
い
名
前

を
答
え
る
検
定
）
の
点
数
に
応

じ
て
級
位
を
認
定
す
る
委
員
会

で
す
。
会
議
の
冒
頭
、
涌
井
史

郎
委
員
長
は
３
年
振
り
と
な
る

樹
木
識
別
検
定
実
施
の
意
義
を

述
べ
る
と
共
に
、
２
０
２
７
年

横
浜
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備

態
勢
が
本
格
始
動
す
る
中
、
樹

木
調
達
に
関
す
る
当
協
会
へ
の

期
待
を
述
べ
ら
れ
、
審
議
を
開

始
し
ま
し
た
。

今
年
度
で
１４
回
を
数
え
る
環

境
緑
化
樹
木
識
別
検
定
は
２０
名

の
方
が
受
検
さ
れ
ま
し
た
。
受

検
者
の
属
性
は
当
協
会
会
員
、

造
園
会
社
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
官
公
庁
、
学
生
と
幅
広

く
、
多
く
の
方
が
樹
木
分
類
の

知
識
向
上
に
意
欲
的
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
平
均
点
は
６８
・
９

点
と
高
い
水
準
を
記
録
し
ま
し

た
。委

員
会
で
は
検
定
の
採
点
結

果
を
検
討
し
、
級
位
を
認
定
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
２０
名
の
受

検
者
の
う
ち
、
１
級
（
８０
点
以

上
）
６
名
、
２
級
（
７０
点
以
上

８０
点
未
満
）
６
名
、
３
級
（
６０

点
以
上
７０
点
未
満
）
３
名
、
初

級
（
４０
点
以
上
６０
点
未
満
）
３

名
と
な
り
、
ま
た
今
年
度
か
ら

４０
点
未
満
の
方
３
名
に
対
し
て

新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

９９
点
の
最
高
点
を
記
録
さ
れ

た
の
が
㈲
鵜
飼
農
園
の
鵜
飼
勇

希
さ
ん
で
し
た
。
検
定
結
果
に

つ
い
て
鵜
飼
さ
ん
か
ら
は
「
散

策
に
出
か
け
た
時
は
こ
の
木
は

何
だ
ろ
う
と
見
る
癖
が
習
慣
に

な
っ
て
お
り
、
暇
が
あ
れ
ば
樹

木
図
鑑
を
開
い
て
い
ま
す
。
何

と
か
結
果
が
伴
っ
て
良
か
っ
た

で
す
」
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
加
え
て
鵜
飼
さ
ん

は
「
講
師
先
生
方
は
樹
木
の
生

産
や
扱
い
方
の
知
識
が
豊
富
で

す
。
私
は
そ
こ
が
ま
だ
ま
だ
な

の
で
、
今
後
は
実
践
的
な
知
識

を
よ
り
身
に
つ
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。造

園
６
団
体

な
ど
か
ら
成
る

樹
木
識
別
検
定

資
格
認
定
委
員

会
で
は
、
こ
れ

ま
で
試
験
樹
木

の
選
定
や
採
点

を
担
当
し
て
い

た
だ
い
た
濱
野

周
泰
副
委
員
長

が
今
年
度
で
退

任
さ
れ
、
後
任

に
内
田

均
東

京
農
業
大
学
地

域
創
成
科
学
科
教
授
が
就
任
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
緑
化
樹
木
識
別
実
施
委

員
会
で
は
検
定
の
１
級
・
２
級

合
格
者
を
対
象
に
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
「
造
園
樹
木
士
」
の

資
格
認
定
研
修
・
試
験
の
導
入

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
具
体
化
の
動
き
を
示
す
所

存
で
す
。

平
素
は
、
会
員
の
皆
様
に

は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
居

り
ま
す
こ
と
有
難
く
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

当
社
は
、
昭
和
２２
年
に
創
業

し
た
阪
中
種
苗
園
を
起
源
と
し

て
昭
和
６２
年
８
月
に
緑
化
資
材

の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
致
し

ま
し
た
。

緑
を
育
む
産
業
の
一
端
を
担

う
企
業
と
し
て
製
品
を
お
客
様

に
供
給
し
て
参
り
ま
す
。

緑
化
資
材
の
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
サ
カ
ナ
カ
が
こ
ん
な
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

【
ポ
ッ
ト
レ
ス
コ
ン
テ
ナ

２
３
０
】

「
ポ
ッ
ト
レ
ス
コ
ン
テ
ナ

２
３
０
」
は
、
山
林
用
の
育
苗

コ
ン
テ
ナ
で
当
社
の
特
許
製
品

「
空
中
ポ
ッ
ト
レ
ス
ト
レ
ー
」

と
同
様
に
、
ポ
ッ
ト
の
側
面
に

設
け
た
縦
ス
リ
ッ
ト
の
効
果
で

根
が
巻
か
ず
（
根
の
ル
ー
ピ
ン

グ
な
し
）
細
根
が
２
倍
か
ら
３

倍
以
上
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ッ
ト
内
に
縦
に
リ

ブ
を
設
け
る
こ
と
で
縦
根
が

し
っ
か
り
入
る
健
全
な
苗
が
育

苗
で
き
ま
す
。

１
ト
レ
ー
４
列
×
６
列
の
２４

穴
で
、
各
ポ
ッ
ト
部
の
直
径
が

５５
㎜
、
深
さ
１
３
０
㎜
で
１
株

当
た
り
の
培
土
量
が
２
３
０
㏄

と
な
っ
て
居
り
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
だ
け
で
な
く
種
子
の
大
き
い

落
葉
広
葉
樹
の
直
播
種
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
従
来
の
他
社
山
林
コ

ン
テ
ナ
の
規
格
と
互
換
性
が
あ

り
京
和
グ
リ
ー
ン
社
製
の
自
動

培
土
入
機
、
穴
開
機
な
ど
も
使

用
可
能
で
す
。

【
マ
ル
チ
ト
レ
イ
洗
浄
機
】

「
マ
ル
チ
ト
レ
イ
洗
浄
機

O
S
P
―

５
０
０
H
」
は
、
当

社
の
「
ポ
ッ
ト
レ
ス
コ
ン
テ
ナ

２
３
０
」
や
マ
ル
チ
キ
ャ
ビ

テ
ィ
ー
コ
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
背

の
高
い
ト
レ
ー
を
強
力
な
水
の

噴
射
に
よ
り
洗
浄
す
る
こ
と
が

で
き
る
画
期
的
な
商
品
で
す
。

各
社
園
で
既
に
お
持
ち
の
動

噴
（
吐
出
量
毎
分
３０
㍑
、
圧
力

５
Mpa
を
推
奨
）
と
家
庭
用

１
０
０
ボ
ル
ト
の
電
源
に
接
続

す
る
だ
け
で
ご
使
用
頂
け
る
た

め
低
コ
ス
ト
で
導
入
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
商
品
は
、
背
高

の
ト
レ
ー
専
用
と
い
う
の
で
は

な
く
当
社
の
空
中
ポ
ッ
ト
レ
ス

ト
レ
ー
の
各
サ
イ
ズ
（
１２
㎝
８

穴
を
除
く
）
や
各
社
セ
ル
ト
レ

ー
な
ど
に
も
ご
使
用
い
た
だ
け

ま
す
の
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
ま
す
。

【
大
型
硬
質
ポ
ッ
ト
】

当
社
で
も
玄
関
先
に
各
社
の

大
型
ポ
ッ
ト
に
植
物
を
入
れ
て

並
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

樹
木
苗
の
育
苗
か
ら
社
園
で
の

樹
木
展
示
や
貸
出
ま
で
幅
広
く

各
種
サ
イ
ズ
が
選
べ
る
ナ
ー
セ

リ
ー
ポ
ッ
ト
は
お
客
様
か
ら
も

大
変
好
評
を
頂
い
て
居
り
ま

す
。ま

た
、
大
型
浅
鉢
の
商
品
も

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ナ
ー
セ
リ
ー
ポ
ッ
ト

は
、
穴
無
も
選
べ
る
た
め
簡
易

の
貯
水
槽
や
池
と
し
て
も
ご
利

用
頂
け
ま
す
。（
最
大
で
直
径

１
５
７
㎝
、
容
積
１
５
０
０
㍑

ま
で
あ
り
ま
す
）。
も
ち
ろ
ん

小
さ
な
硬
質
ポ
ッ
ト
も
お
取
り

扱
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
よ
り
果
樹
苗
育

苗
や
ト
ピ
ア
リ
ー
作
り
に
使
用

さ
れ
て
い
る
サ
ン
ポ
リ
社
製
の

サ
ン
ポ
ッ
ト
も
取
り
扱
い
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
素
材
は
何
れ
も
硬
質

の
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
す
か
ら
エ
コ
で
高
対
候
性

な
商
品
で
す
。

【
お
洒
落
な
コ
ン
ト
ン
シ
リ
ー

ズ
を
】

当
社
で
は
ヤ
マ
テ
ー
社
製
の

「
コ
ン
ト
ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
取

り
扱
い
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ト
ン
シ
リ
ー
ズ

は
、
従
来
の
植
木
鉢
？
と
い
う

感
じ
で
は
な
く
、
商
品
ご
と
に

テ
ー
マ
や
形
、
素
材
が
異
な
り

ま
す
。

素
材
は
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
リ
マ

ー
、
フ
ァ
イ
バ
ー
セ
メ
ン
ト
、

メ
タ
ル
、
陶
器
、
釉
薬
陶
器
、

ウ
ッ
ド
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

が
あ
り
、
形
も
直
方
体
・
立
方

体
か
ら
ボ
ウ
ル
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
雰
囲
気
が
お
庭
や
玄
関
先
の

イ
メ
ー
ジ
を
引
き
立
た
せ
て
く

れ
ま
す
。

ホ
テ
ル
、カ
フ
ェ
、ブ
テ
ィ
ッ

ク
な
ど
用
途
に
合
わ
せ
て
色
・

形
を
お
選
び
頂
け
ま
す
。

【
ジ
ェ
イ
カ
ム
ア
グ
リ
の
肥

料
】緩

効
性
や
被
覆
肥
料
、
成
型

肥
料
を
用
途
に
合
わ
せ
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

【
緑
化
資
材
は
お
任
せ
く
だ
さ

い
】阪

中
緑
化
資
材
で
は
、
こ
れ

ら
の
新
し
い
商
品
の
取
り
扱
い

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
従
来

か
ら
の
麻
原
料
の
直
輸
入
、
自

社
工
場
で
の
加
工
を
維
持
し
て

特
注
商
品
の
製
造
な
ど
お
客
様

の
利
便
と
ご
要
望
に
お
応
え
す

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

第
１４
回
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定

資
格
認
定
委
員
会
開
催

資格認定委員会の審議風景

真剣な眼差しの樹木識別検定試験

熱を帯びるポイント講習会風景

■
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定
実
施
委
員
会
の
今
年
度
の
活
動
ま
と
め

★
樹
木
識
別
ポ
イ
ン
ト
講
習
会

第
１
回
６
月
１０
日
㈮
、
会
場：

日
比
谷
公
園
緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
、
参
加
者：

２６
名

第
２
回
６
月
２４
日
㈮
、
会
場：

日
比
谷
公
園
緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
、
参
加
者：

２８
名

講
師：

川
原
田
邦
彦
、
吉
澤
信
行
、
山
﨑
隆
雄

★
第
１４
回
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定

７
月
９
日
㈯
、
会
場：

東
京
都
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
、
受
検
者：

２０
名

★
令
和
４
年
度
樹
木
医
研
修

樹
木
識
別
の
ポ
イ
ン
ト
（
講
義
と
試
験
）

１
期
１０
月
７
日
㈮
、
会
場：

ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ
ン
つ
く
ば
研
究
学
園

２
期
１０
月
２１
日
㈮
、
会
場：

ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ
ン
つ
く
ば
研
究
学
園

講
師：

川
原
田
邦
彦
、
吉
澤
信
行
、
山
﨑
隆
雄
、
八
木
峰
夫

㈲鵜飼農園 鵜飼勇希さん



（第495号）緑 化 通 信2022年（令和４年）10月25日 火曜日（3）

シリーズ 社 紹介紹紹んん

宇賀神緑販㈱
ルポ

No.14

栃木県（鹿沼市）

里山学校 取れたてのシャルドネ

会長の宇賀神喜一さん

協会では、宇賀神さん=ワイン！という
イメージがありますね？

社長の宇賀神 朋さん：「そうです。近所の人には、
うちはワイン屋さんだと思われています。（笑）。実は
創業５０年程の植木屋で、緑化木が８５％、ワイン作りが
１５％で、民・官工事、レンタルグリーンも従業員１６名
で行っています。緑化木は地モノの落葉樹が全般で、
葡萄畑は２か所で３.５ha 程です。鹿沼地域は植木生産
が盛んで、なんといっても全国的に有名な“鹿沼土”

で土に恵まれていま
す。でもここは栃木
県なので冬場は地面
が５㎝位凍ってス
コップが刺さらない
ので、ツルハシでガ
ンガン叩いて作業す
る日が年に５日程は
あります」。…関東
でもだいぶ冬は寒い
のですね。

ワイン作りはいつからですか？
宇賀神さん：「親父の趣味で始まり、２０年前から本格
的な今の垣根のような葡萄畑になりました。葡萄は棚
の上に房が実るより、海外のように手元に房がある方
が、作業効率がいいのです。元々植木屋ですから、生
産のノウハウもあるし植木の機械も流用できたので以
外と早く出来ました。

このポスターの里山学校とは？
宇賀神さん：「当初から葡萄畑で里山学校として毎年
１５０人位の方に農業体験をしてもらっています。これ
が大人気！一般の方に募集をして畑仕事をしてもら
い、お礼として収穫した葡萄とワインセットを差し上
げています。６月の作業は、つるを垣根にする作業や、
葡萄の周りの葉を取り除き、葡萄に日がよく当たるよ
うにします。８月は収穫作業なので欠席者は０です
（笑）。子ども達は、飽きてくると虫取りしたり小川
で遊んだりと楽しんでいます（笑）。他県からも来て
います」。…私も参加したいです。まさに協会の緑育
ですね。

里山学校を開催するのは大変ですよね？
宇賀神さん：「私は素直に面白いです。終了後にはドッ
と疲れますが、従業員さんも楽しんでくれています。
生産者側も色々な発見やヒントをもらいフィードバッ
クが出来ます。また、里山学校の方たちが SNS で発
信してくれて宣伝活動もしてくれるので有難いです」
（笑）。

従業員さんの働き方の工夫とかは？
宇賀神さん：「最終的な責任は私ですが、各部門に責
任者を決めています。その責任者も他部門の作業をし
ます。だからミーティングはきっちりやります。会社
に来て言われた通りの作業をするだけではつまらない
はずです。うちは、一人の従業員が植木もワイン作り
の仕事もしますし、男性も女性も力仕事以外は区別し
ていないです。季節的にも夏はワイン作り、冬は植木
とメイン作業が被らないのですが、９月だけは植木の
出荷も多く葡萄の収穫もあり忙しいです」。

休日は何をして
いますか？

宇賀神さん：「父親なの
で基本子どもの面倒で
す。大学生、中学生、末っ
子はまだ小学１年生です。昨日は地元の音楽フェスに
３人連れて行ってきました。以前は PTA会長を１０年
も努めていました（笑）。長男も後を継ぐ気でいてく
れるので、バトンタッチするまでに少しでも苦労しな
いようにワイン事業も大きくしていきたいです」。

葡萄畑で会長の宇賀神喜一さんに

会長が趣味で初めたワイン作りですよね？
会長の宇賀神喜一さん：「子供の頃に親が葡萄を作っ
ていて、私が５０歳半ばになった頃、何となく葡萄が食
べたくなって作ったのがきっかけです。想像以上に収
穫が多く、一気に作って一気に収穫して完成！という
効率のよい方法を考えた解決策がワインです。最初は
醸造のみ委託していましたが、出来るだけ関税が低い
国から醸造機を輸入して全て醸造しています。醸造す
ると約２週間でワインは出来ますが、円やかにするた
めに一冬以上は寝かしてます」。

会長、今後に向かっては？
「そろそろ生産に限界が近づいているので、管理能力
をあげて生産管理していきたいです。葡萄畑が３ha
弱で、葡萄を２５ｔ収穫出来て３万ｔワインが出来れば
独立採算できます。
…さすが協会の経営コンクールに２度も授賞された経
営観です。
喜一さん：「今後は本腰を入れて、植木とワイン作り
の“二足の草鞋”でなくて一足一足を独立させないと
中途半場になってしまいます。
葡萄は正直です。天候に左右されやすくて日本の気
候に合わないものばかりだから、“努力なくて、やっ
ぱり成果はないんです”。…いやいや、年の功でいい
事言っちゃった（笑）」。この言葉は私の心にも響きま
した。

どんな仕事が楽しいですか？
村澤さん：「収穫が一番楽しいです。親戚に“これ、
オレが作ったんだよ！”とか自慢したりして渡してま
す（笑）」。

蓮田さん：「私も“私が摘んだとか、瓶に詰めた”と
かも」。（笑）何でもそうですが、形があると実感が湧
きます」。

どんなことに気を付けてますか？
蓮田さん：「発酵途中の微妙な温度に気を付けていま
す。また早く選別してタンクに入れた方が美味しいワ
インが出来ますが、一番はいい葡萄を作ることです。
そこに尽きます」。

入社何年目ですか？
菊地さん：「２０年以上で
す。外で働く仕事が好き
ですし、体を動かしたり
緑に囲まれてることも好
きです。掘り取り、葡萄
の収穫、ワイン作り、グ
リーンレンタルや色々な
仕事が出来ることも楽し
いです。私も２トント
ラック乗って遠くまで集
荷にも行きますし、一番
好きな作業は掘り取りし
て根巻です」。…きゃしゃ
な体形なのにびっくりで
す。後ろで宇賀神さんが
“うちはホワイト企業
や！”と笑っていました
が、正にその通りだと思
います。

お売りする時、どんなことに気を付けてい
ますか？

中山さん：「ワイン作りで２０年が経ち、毎年８種類を
醸造しますので、何年モノと毎年増え、甘口辛口等も
あるので結構な種類になります。その中で、お客様の
些細な言葉やニュアンスから、どのような風味のワイ
ンが好みか考えてお薦めすることが難しいですが、そ
れもやり甲斐です」。…ワインは奥が深そうです。帰
りにいちごワインを頂き、甘く酸味のある白ワインは
絶妙な美味しさで私も“かぬま里山わいん”の大ファ
ンになりました。ありがとうございました。

菊地さん

売店の中山さん

手作りワインの説明
ジュースやア
イスやゼリー
等の加工品も
販売。
地域活性化の
ため、音楽会、
絵画、ガラス
工芸等の展示
会も開設して
いる。

緑化木の畑

葡萄畑

奥様が並べたオブジェ

社長の宇賀神 朋さん

従業員さんの左から蓮田さん、村澤さん

宇賀神緑販㈱さんは、現在、緑化木の生産と、葡萄作りからワイン販売
までを行っています。会長の趣味で始めた葡萄作りが、２０年目の今ではワ
インの醸造機も購入して本格稼働。ここまできたら後には引けないと言
う。また従業員さんは、植木もワイン作りも全ての作業をこなすというユ
ニークなスタイル。今回はそんな宇賀神緑販㈱さんをご紹介します。

ワインの醸造機
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素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

⑬ナナカマド
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が

２
０
１
５
年
か
ら
掲
げ
ら
れ
、

巷
に
言
葉
だ
け
は
浸
透
し
つ
つ

あ
る
昨
今
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
問
題
に
直
結
す
る
業
界

で
あ
る
我
々
、
植
木
業
界
で

す
。
出
来
る
こ
と
な
ら
何
と
か

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
お
考
え

が
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
具
体
的
に
何

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
？
現

在
の
経
営
と
の
釣
り
合
い
が
保

て
る
の
か
？
意
味
は
あ
る
の

か
？
な
ど
、
実
行
に
移
す
に
は

い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

今
回
は
熊
本
の
片
田
舎
で

細
々
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
課

題
克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

課
題
の
一
つ
が
配
合
土
の
資

材
の
見
直
し
で
す
。
以
前
は
ピ

ー
ト
モ
ス
・
パ
ー
ラ
イ
ト
・
赤

土
を
原
料
に
配
合
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
材

に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
・
製

造
コ
ス
ト
・
原
料
採
掘
な
ど
を

見
る
と
、
環
境
に
配
慮
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
資
材
と
い
え

ま
す
。
事
実
、
１５
年
前
の
イ
ギ

リ
ス
視
察
の
時
に
ナ
ー
セ
リ
ー

で
う
か
が
っ
た
の
が
、「
ピ
ー

ト
モ
ス
は
湿
原
の
環
境
破
壊
の

一
因
と
な
る
の
で
使
用
し
て
い

な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
」

と
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
材
は
有
限
で
あ

り
、
輸
入
に
依
存
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
価
格
が
高
騰
す

る
可
能
性
が
高
く
、
持
続
可
能

な
緑
化
樹
木
生
産
を
行
っ
て
い

く
上
で
は
、
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で

目
を
つ
け
た
の
が
材
木
加
工
時

に
出
る
杉
の
皮
を
加
工
し
た
バ

ー
ク
堆
肥
、
近
所
の
Ｊ
Ａ
か
ら

出
る
籾
殻
を
加
工
し
た
く
ん

炭
、
そ
し
て
最
近
ご
縁
が
あ

り
、
共
同
で
実
証
実
験
を
行
っ

て
い
る
浄
水
場
か
ら
発
生
し
た

浄
水
発
生
汚
泥
の
使
用
で
す
。

浄
水
発
生
汚
泥
と
は
、
川
か

ら
飲
み
水
に
精
製
す
る
際
、
沈

殿
物
と
し
て
川
の
砂
な
ど
が
堆

積
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
浄

水
発
生
土
を
製
造
・
販
売
を
手

が
け
ら
れ
て
い
る
エ
ン
ビ
ワ
ー

ク
ス
㈱
の
説
明
文
を
引
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

「
全
国
に
は
大
小
合
わ
せ
て

２
０
０
０
施
設
以
上
の
浄
水
場

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
発
生
す

る
浄
水
発
生
土
年
間
で
７０
万
ト

ン
と
い
わ
れ
、
そ
の
有
価
利
用

率
は
１０
％
未
満
で
す
。

浄
水
発
生
土
に
は
２
種
類
あ

り
、
一
つ
は
機
械
脱
水
し
た
も

の
。
も
う
一
つ
は
天
日
乾
燥
し

た
も
の
で
す
。
そ
の
う
ち
機
械

脱
水
し
た
も
の
は
有
効
利
用
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
天
日
乾
燥

土
は
有
効
利
用
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
理
由
と
し
て
含
水
量
、

粒
度
が
一
定
し
な
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
残

り
は
す
べ
て
産
業
廃
棄
物
と
し

て
有
償
に
て
処
分
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
費
用
は
全
て
水
道
代

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
保
全
の
た
め
に
も
、

多
額
の
処
分
費
を
少
し
で
も
減

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
年
間

の
産
廃
処
分
量
を
減
ら
し
、
コ

ス
ト
を
下
げ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
植
木
業
界
に
お
け
る
園
芸
土

と
し
て
の
利
用
方
法
を
模
索
し

て
お
り
ま
す
。

浄
水
発
生
土
を
常
に
安
価
で

良
質
な
原
料
と
し
て
取
り
扱
い

し
て
い
き
、
長
期
安
定
し
た
地

産
地
消
型
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
エ

ン
ビ
ワ
ー
ク
ス
㈱
の
方
か
ら
こ

の
説
明
を
受
け
、
実
際
に
浄
水

発
生
土
を
試
験
使
用
し
て
い
ま

す
。こ

の
浄
水
発
生
土
は
、
水
は

け
が
よ
く
、
保
水
力
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
固
ま
り
に
く
く
根

張
り
が
よ
い
、
粒
度
が
不
均
一

と
い
う
の
も
植
物
の
栽
培
上
は

有
効
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
赤

土
の
代
わ
り
に
使
用
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
こ
れ
ま
で
と
遜
色

な
く
生
育
が
出
来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ピ
ー
ト
モ
ス
の
代
わ

り
と
し
て
、
杉
皮
バ
ー
ク
を
使

用
し
ま
す
。
バ
ー
ク
堆
肥
は
大

分
県
日
田
市
で
加
工
さ
れ
た
物

を
使
用
し
ま
す
。
ふ
わ
ふ
わ
と

し
た
手
触
り
と
杉
独
特
の
香
り

が
し
ま
す
。
ピ
ー
ト
モ
ス
に
あ

り
が
ち
な
「
乾
く
と
水
を
は
じ

く
」
性
質
も
無
く
、
Ｐ
Ｈ
5.4
の

酸
性
土
壌
改
良
剤
で
す
。
こ
れ

に
自
家
製
の
モ
ミ
ガ
ラ
く
ん
炭

を
配
合
し
ま
す
。
地
元
は
稲
作

地
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
毎

年
１１
月
に
は
大
量
の
モ
ミ
ガ
ラ

が
出
ま
す
。
こ
れ
の
処
理
に
苦

慮
さ
れ
て
い
た
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら

相
談
を
受
け
、
全
量
有
償
引
取

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
モ
ミ
ガ

ラ
く
ん
炭
は
Ｐ
Ｈ
７
〜
８
と
ア

ル
カ
リ
性
土
壌
改
良
剤
で
あ

り
、
上
記
の
杉
皮
バ
ー
ク
と
の

相
性
も
良
い
で
す
。
ま
た
モ
ミ

ガ
ラ
く
ん
炭
に
は
ケ
イ
酸
と
い

う
成
分
が
あ
り
、
こ
れ
を
植
物

が
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
植

物
体
を
強
く
し
ま
す
。

我
々
の
扱
っ
て
い
る
樹
木
と

い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
多

く
の
課
題
を
解
決
で
き
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
そ
の
樹
木
を
安
定
的
に
生
産

し
て
い
く
企
業
努
力
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
今
ま
で
価
値
を
見
出
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
も
の
」
に
価
値

を
見
出
し
て
い
く
こ
と
は
持
続

可
能
な
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
余
っ

て
い
る
な
ら
、
た
だ
で
も
ら
っ

て
く
れ
ば
い
い
」
と
の
声
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

足
元
を
見
た
買
い
叩
き
の
社
会

は
持
続
可
能
な
社
会
と
は
程
遠

い
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
一
員
と

な
る
た
め
に
も
、
現
在
の
作

業
・
製
造
工
程
、
原
材
料
な
ど

一
つ
一
つ
に
意
味
を
持
た
せ
、

理
解
し
て
も
ら
う
。
そ
う
す
る

こ
と
で
行
政
・
企
業
・
消
費

者
・
雇
用
者
な
ど
の
協
力
を
得

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
植
木
業
界
は
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
対
し
て
必
要
な
業
界
で

あ
る
」
と
認
知
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
我
々
の
課

題
で
あ
り
使
命
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
激
動
の
時
代
の
真
っ
只
中

で
あ
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま

す
。こ

の
局
面
を
い
か
に
し
て
乗

り
切
っ
て
い
く
の
か
？
植
木
業

界
だ
け
で
な
く
日
本
情
勢
・
世

界
情
勢
を
に
ら
み
つ
つ
、
皆
様

と
と
も
に
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「ナナカマドＳｏｒｂｕｓ ｃｏｍｍｉｘｔａ」は、ご存じの通り、日本全
土の冷温帯の山地に自生する落葉広葉樹で、北海道や東北地方では、街路樹や
公園樹などとして植えられています。ナナカマドの魅力は、なんと言っても、
赤く染まる紅葉と果実ですが、葉が緑色のうちに果実が赤くなるので、そのコ
ントラストも楽しむ事ができます。また、赤い果実は落葉後も、しばらくの間、
枝に残っていて、本格的な冬の寒さに当たることにより、野鳥の餌になるよう
です。しかしながら、「播種する場合には、未熟な果実を使いなさい。」と言わ
れた事を思い出しました。ナナカマドの種子は、果実が完熟すると、休眠スイッ
チが入ってしまうそうです。他の植物でも、この休眠スイッチの作用で発芽が

遅くなったり、種子が腐食することなく眠り続ける事が出来るのです。不思議ですよね。
また、ナナカマドは燃えにくい。七回、竈（かまど）に入れても燃えないから、ナナカマド（七竈）と呼ばれるよ
うになった。と、教わりましたが、しっかりと乾燥させた材は、火力が強く、とても長持ちするらしいです。また、
ナナカマドの木炭は備長炭の代用として使うほど良質だそうです。材が堅く、炭焼きの窯に七日間入れなければ木炭
にならなかったので、「七日かまど」が語源であるという説もあります。
さらに、ナナカマドの仲間には、葉の裏に錆（さび）色の毛がある「サビバナナカマド」、高山に自生し、低木性
の「ミヤマナナカマド」や「ウラジロナナカマド」などがありますが、ナナカマド属の近種であるアズキナシ属（か
つては、ナナカマド属）には、単葉である「アズキナシ」や「ウラジロノキ」などがあります。３０年位前、上司に「リ
クチュウナナカマド」の葉を見せてもらった事があります。葉の基の方はナナカマドの葉のように羽状複葉（うじょ
うふくよう）なのですが、葉先に進むにつれ、次第に小葉が合着し、羽状複葉と単葉が交じり合った不思議な形に、
とてもびっくりした事を覚えています。調べてみると、「リクチュウナナカマド」は、「ナナカマド×ウラジロノキ」
でしたが、「ナナカマド×アズキナシ」もあり、総称「ハゴロモナナカマド類」として扱われているようです。ナナ
カマド属とアズキナシ属の異属間交雑という事になりますね。
いろいろと書きましたが、自然は不思議です。植物に対する興味は尽きませんね。だから、楽しいです。

青
年
部
会
だ
よ
り

岩手県八幡平市安比高原にて

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

〜
植
木
生
産
に
お
け
る
持
続
可
能
な

栽
培
に
向
け
た
取
り
組
み
〜

井

上

致

伸

（
井
上
青
華
園
・
熊
本
県
）

青年部会研修会福岡にて 右手前が井上さん
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コ
ン
テ
ナ
部
会
は
７
月
２０

日
、
㈱
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｔ
ｅ
代

表
取
締
役
社
長
の
北
河
博
康
氏

に
よ
る
「
一
次
産
業
へ
の
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
事
例
に
み
る
」
と

題
し
た
対
面
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。北

河
氏
は
三
井
住
友
海
上
火

災
保
険
（
現
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
中

核
会
社
）
で
長
く
販
売
戦
略
・

商
品
サ
ー
ビ
ス
開
発
等
の
業
務

に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２３

年
よ
り
霞
が
関
の
中
央
省
庁
や

地
方
自
治
体
へ
の
提
案
活
動
を

す
す
め
る
中
、
経
済
産
業
省
の

ロ
ボ
ッ
ト
革
命
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
協
議
会
コ
ア
メ
ン
バ
ー
等
を

歴
任
さ
れ
、
特
に
農
業
分
野

の
生
産
性
改
善
を
目
指
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
活
用
に
つ
い
て
幅

広
い
知
見
を
有
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

北
河
氏
が
得
意
と
さ
れ
る

と
こ
ろ
は
、
各
業
界
の
様
々
な

課
題
を
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
で

解
決
す
る
際
に
ユ
ー
ザ
ー
、
メ

ー
カ
ー
、
大
学
・
研
究
機
関
、

国
・
自
治
体
等
を
つ
な
ぐ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
役
割
で
す
。
農

業
分
野
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
促

進
に
は
特
に
自
治
体
と
の
リ
ン

ケ
ー
ジ
が
重
要
と
話
さ
れ
ま
し

た
。昨

今
言
葉
と
し
て
定
着
し
て

い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
は
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術

の
略
）
を
活
用
し
、
省
力
化
や

高
品
質
生
産
を
推
進
す
る
農
業

ス
タ
イ
ル
で
す
。

北
河
氏
は
農
業
人
口
が
直
近

１０
年
間
で
約
１
２
０
万
人
減
少

す
る
中
、
農
業
の
現
場
で
は
人

手
に
頼
る
形
態
が
立
ち
行
か
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
、
人
手
不
足

対
策
や
作
業
者
の
働
き
甲
斐
を

高
め
る
ス
マ
ー
ト
農
業
と
い
う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
一
段
と
求

め
ら
れ
て
い
る
と
説
か
れ
て
い

ま
す
。

勉
強
会
で
は
続
い
て
具
体
的

な
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
動
作
に
合
わ
せ
た
農
産
物

を
品
種
改
良
し
た
上
で
、「
ト

マ
ト
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
紹

介
、
続
い
て
収
穫
適
期
の
作
物

を
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
技
術
の
活
用

で
自
動
収
穫
す
る
「
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

の
初
期
費
用
を
懸
念
さ
れ
る
事

業
者
に
は
初
期
費
用
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
が
不
要
と
な
る
Ｒ

ａ
ａ
Ｓ
（R

obot
as

a

S
ervice

、
利
用
に
応
じ
て
対

価
を
払
う
）
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
も
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。勉

強
会
で
は
こ
の
他
、「
運

搬
ロ
ボ
ッ
ト
」、「
水
管
理
ロ

ボ
ッ
ト
」、「
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

種
籾
直
播
」、「
草
刈
ロ
ボ
ッ

ト
」、「
森
林
３
次
元
計
測
シ
ス

テ
ム
」、
㈲
大
坂
林
業
で
導
入

し
て
い
る
「
協
働
型
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
苗
木
生
産
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
い
場
合
の

紹
介
手
順
や
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の

費
用
対
効
果
な
ど
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
ど
も

の
植
木
生
産
業
界
は
恒
常
的
な

人
手
不
足
の
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
や
省
力

化
の
考
え
を
高
め
る
上
で
非
常

に
参
考
と
な
る
勉
強
会
と
な
り

ま
し
た
。

大
激
変
の
時
代
を
乗
り
越
え

て
行
く
準
備
は
出
来
て
い
ま
す

か
？
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
。

２
０
２
１
年
４
月
の
通
常
国
会

で
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
案
と
、
銀
行

法
改
正
法
案
が
改
正
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
２１
年
１１
月
の
日

本
経
済
新
聞
に
２
０
２
２
年
か

ら
２
０
２
３
年
に
か
け
て
中
小

企
業
が
激
減
す
る
こ
と
に
な

る
、
そ
の
事
を
金
融
庁
や
経
済

産
業
省
の
官
僚
さ
ん
た
ち
が
中

小
企
業
の
崖
の
時
代
と
言
っ
て

大
変
に
心
配
し
て
い
る
そ
う
で

す
。ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

よ
り
業
績
が
悪
化
し
た
中
小
企

業
の
資
金
繰
り
を
支
え
る
た
め

「
実
質
無
利
子
・
無
担
保
の
ゼ

ロ
ゼ
ロ
債
」
の
融
資
が
行
わ
れ

債
務
が
増
え
て
し
ま
っ
た
会
社

が
あ
り
、
そ
し
て
今
年
か
ら
ゼ

ロ
ゼ
ロ
債
融
資
の
返
済
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ゼ
ロ
債
融
資
に
よ

り
過
剰
債
務
と
な
っ
た
会
社
の

中
に
は
返
済
が
出
来
ず
６
月
時

点
で
返
済
が
始
ま
っ
た
事
業
所

の
約
１３
％
の
事
業
所
が
息
切
れ

倒
産
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

そ
し
て
日
経
新
聞
の
８
月
１６

日
の
全
国
約
９
割
の
地
方
銀
行

が
６
月
末
時
点
で
抱
え
る
主
に

外
国
有
価
証
券
や
投
資
信
託
の

含
み
損
が
１
兆
円
を
突
破
し
含

み
損
を
抱
え
た
地
方
銀
行
の
自

己
資
産
が
目
減
り
す
る
た
め
、

今
ま
で
通
り
の
借
り
換
え
融
資

や
新
た
な
貸
し
付
け
が
難
し
く

な
る
事
に
な
り
、
さ
ら
に
自
己

資
本
を
取
り
戻
す
た
め
貸
し
は

が
し
を
行
う
場
合
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
私
も
３０
年
前
の
バ
ブ

ル
崩
壊
の
時
に
ず
っ
と
黒
字
で

し
た
が
、
貸
し
は
が
し
に
あ

い
、
そ
の
時
は
大
変
に
苦
労
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

全
国
で
行
わ
れ
た
ゼ
ロ
ゼ
ロ

債
融
資
は
約
６０
兆
円

日
本
の
全
事
業
所

約
４
２

６
万
社

日
本
の
全
事
業
所

約
７０
％

が
赤
字

日
本
の
全
事
業
所

約
３０
％

が
債
務
超
過

社
会
保
険
に
加
入
し
て
な
い

会
社
が
大
変
に
多
い

日
本
植
木
協
会
の
会
員
会
社

組
織
の
内
訳

株
式
会
社

１
２
７
社
園

有
限
会
社
等

１
８
１
社
園

個
人
事
業
主

１
２
３
社
園

大
激
変
の
時
代
、
こ
の
ま
ま

で
は
金
融
庁
や
経
済
産
業
省
の

官
僚
さ
ん
た
ち
が
言
っ
て
い
る

通
り
中
小
企
業
が
激
減
す
る

「
中
小
企
業
の
崖
の
時
代
」
に

な
り
ま
す
。「
中
小
企
業
の
崖

の
時
代
」
を
乗
り
越
え
て
行
く

の
に
は
今
ま
で
の
考
え
た
方
を

少
し
変
え
て
頂
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
考
え
方
を
少
し
変
え
て

頂
く
だ
け
で
中
小
企
業
の
壁
の

時
代
を
簡
単
に
乗
り
越
え
て
行

く
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。ま

だ
間
に
合
い
ま
す
。
ま
た

明
る
く
て
楽
し
い
元
気
な
夢
の

あ
る
植
木
屋
さ
ん
に
な
り
ま
せ

ん
か
！

・
大
激
変
の
時
代
ま
た
法
改
正

に
対
応
し
た
強
靭
な
植
木
屋
さ

ん
個
人
経
営
か
ら
㈱
農
業
生
産

法
人
に

有
限
会
社
か
ら
㈱
農
業
生
産

法
人
に

株
式
会
社
か
ら
㈱
農
業
生
産

法
人
に

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

（
認
定
農
業
者
）

社
会
保
険
に
加
入

資
本
金
１
０
０
０
万
円
以
上

自
己
資
金
比
率
１５
％
以
上

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
（
カ
ー

ド
決
済
シ
ス
テ
ム
）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
会
計
+
大

福
帳
会
計

・
㈱
農
業
生
産
法
人

農
地
を
使
用
す
る
事
が
出
来

る
農
地
を
取
得
も
出
来
る

政
府
系
金
融
機
関
か
ら
低
利

（
実
質
無
利
子
）
で
長
期
の
資

金
が
借
り
ら
れ
る

政
府
の
職
業
分
類
で
は
造
園

業
も
農
業
（
花
卉
作
農
業
）
な

の
で
す
。

・
借
入
金
の
謎

ほ
と
ん
ど
経
営
者
が
気
づ
い

て
な
い
、
ず
っ
と
黒
字
決
算
そ

し
て
ま
た
銀
行
の
返
済
予
定
表

の
通
り
に
借
入
金
を
返
済
し
て

い
る
の
に
、
銀
行
か
ら
の
借
入

金
の
返
済
が
な
か
な
か
終
わ
ら

な
い
、
そ
れ
が
仮
入
金
の
謎
な

の
で
す
。
私
も
長
い
間
植
木
屋

さ
の
経
営
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
借
入
金
の
謎
の
こ
と
が

解
っ
た
の
は
つ
い
最
近
で
す
。

法
改
正
に
伴
い
今
ま
で
中
小

企
業
に
対
し
て
の
ル
ー
ル
の
適

応
が
猶
予
さ
れ
過
ぎ
て
き
ま
し

た
が
、
法
改
正
に
伴
い
、
ル
ー

ル
通
り
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

今
の
ま
ま
で
は
植
木
屋
さ
ん
の

経
営
を
続
け
て
行
く
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
令
和
の
時
代

に
適
応
し
た
植
木
屋
さ
ん
の
経

営
の
勉
強
会
を
し
た
い
方
、
農

業
生
産
法
人
に
興
味
が
あ
り

作
っ
て
み
た
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

コ
ン
テ
ナ
部
会

農
業
分
野
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
例
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
催

講師の㈱MOGITATe
北河博康氏

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

問高津進一 高敬植木園（愛知県）☎０５６３‐５４‐５３５３

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

緊
急
事
態

今
か
ら
始
ま
る
大
激
変
の
時
代

管

原

豊

（
㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ
認
定
農
業
者
・
岩
手
県
）

講演会スライド（トマト収穫ロボット）

挨拶する吉澤信行コンテナ部会長

トックリキワタ
学名 Ceiba speciosa
（Chorisia speciosa）
アオイ科ケイバ属に分類される落葉
高木です。
南米のスペイン語圏では、『パロ ボ
ラッチョ（palo borracho：酔っぱら
いの樹）』、沖縄では『南米ざくら』と
呼ばれています。若木は幹全体に棘が
生えますが、５０年ほどすると幹の下部
が徳利のように太りだし、棘は上部の
若枝のみになります。花は濃いピンク
色と白色があり、樹冠いっぱいに咲き
ます。沖縄や熱帯地方では結実します
が、本州の露地では難しく、耐寒性が
弱いため、若木の露地栽培は養生が必
要です。
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（一財）自然公園財団 専務理事 鳥 居 敏 男

連載「自然に想う」 ◆プロフィール
1961（昭和36）年生　1984年環境庁（当
時）入庁。上信越高原、瀬戸内海、釧路湿
原、知床などの国立公園の現場管理に携
わる。本省国立公園課長、自然環境計画課
長などを経て、自然環境局長を最後に2021
年退職。

写真１：モザイク状に様々な土地利用が広がる日本の典型的な里山の航空写真

日本の里山
「里山」という言葉を耳にする機会が増えたように思います。そもそも里山と
は、どういった場所を指すのでしょうか。一般的には、原生的な奥山と都市の間
に存在し、集落とその周りの人工林、田畑、ため池、採草地など主に一次産業が
営まれる地域を指して使われています。前回のテーマ「緑の国勢調査（自然環境
保全基礎調査）」でとりあげた「植生図」をもとに、環境省では農地や二次林など
の面積を集計し、日本の里山の面積を国土の約４割と試算しています。
里山ではモザイク状に多様な土地利用がなされ、そこを住処とする昆虫や淡水
魚類、植物など多様な生き物を育みます（写真１参照）。またそれらの生き物を
餌とする上位の捕食者にとっても重要な生息地となります。このように里山は人
と自然が上手に共存する場所なのです。しかし日本では里山の人口減少や高齢化
により、農林地の手入れが行き届かなくなって外来種が侵入したり、藪と化して
もともとそこに住んでいた生き物が姿を消しつつあります。このような事態は、
日本の生物多様性を維持していく上で、深刻な課題となっています。

SATOYAMAイニシアティブ
２０１０（平成２２）年、愛知県名古屋市で生物多様性条約第１０回締約国会議が開催
されました。この会議では、条約の戦略計画として長期目標や短期目標を作成す
るという重要な課題がありました。それまでの生物多様性保全の考え方は、絶滅
のおそれのある生き物や国立公園といった貴重な自然を有する地域の保護を如何
に図っていくかが課題でした。しかし日本はこの会議で、私たちが古くから抱く
「自然との共生」という考え方を新たな目標に盛り込むことを提唱しました。そ
して、最終的に条約の戦略計画の長期目標を「自然と共生する世界」とすること
が採択されたのです。これは原生的な自然や絶滅のおそれのある野生生物の保護
だけでなく、人が手を加えながら保全する二次的な自然の重要性に焦点を当てる
ものです。
その具体的な施策として日本が提案したのが「SATOYAMAイニシアティブ」

です。これは、人が長い年月をかけて手入れをしてきた水
田、畑、ため池、草地、林地などで高付加価値な作物を栽
培し、地域経済にも寄与するとともに、多様な生物に住処
を提供して、生物多様性の維持にも貢献する地域づくりで
す。実はこのような土地利用は何も日本の専売特許ではあ
りません。世界のあちこちの国々で同じような土地利用を
伴う伝統的な農業が営まれています（写真２参照）。しかし
その一方で、大規模なプランテーションでは画一的な作物
を生産することで野生生物の生息地が破壊されたり、深刻
な土壌劣化が進んだりする事態が起こっています。
提唱当時、日本は自国の農業保護のためそのような主張
を言い始めたのではないかという疑問が一部の国から投げかけられましたが、ア
ジアやアフリカ諸国からは支持を得ることができました。保護重視ではなく、自
然の持続可能な利用という視点が発展途上国に受け入れられたためと考えられま
す。名古屋での会議ではこの「SATOYAMAイニシアティブ」を推進するための
パートナーシップが立ち上げられ、日本や国連開発計画（UNDP）、国際 NGOで
あるコンサベーション・インターナショナルなどが連携し、発展途上国の
SATOYAMAでの高付加価値な農業の推進を支援しています（写真３参照）。パー
トナーシップの構成国や機関は、発足当初５１だったものが今では２８３に及び、
「SATOYAMA」という言葉が世界で通用するよ
うになりつつあります。
名古屋での会議から１０年以上が経過し、「自然
との共生」という考え方は、国連で採択された
「SDGs（持続可能な開発目標）」とも整合性が高
く、いまでは世界的に受け入れられるものとなり
ました。しかし足下の日本の里山は、耕作放棄地
や持ち主不明の山林が増加するなど危機的な状況
にあります。自然と共
生する国土を次の世代
へ引き継ぐため、いま
何をなすべきか真剣に
考えなければなりませ
ん。

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

写真３：希少野生動物の棲む森の果実からジャムを生産（ウガンダ東部）（写真提供：環境省）

写真２：世界の里山的土地利用

カンボジア
（Srair-Chamkar）

アキバギク（キヨスミギク）

カントウヨメナ（代表的なヨメナ属）

フィリピン（Muyong）フランス（Terroirs ）

ノコンギク桃花

シラヤマギク

ノコンギク

シロヨメナ
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学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

熊
本
県
立
北
稜
高
等
学
校　

造
園
科

都市緑化くまもとフェア庭園出展

１
．
学
校
の
概
要

熊
本
県
立
北
稜
高
等
学
校

は
、
県
北
部
に
位
置
す
る
玉
名

市
に
あ
り
、
昭
和
２０
年
に
公
立

農
業
学
校
と
し
て
開
校
し
、
昭

和
２７
年
熊
本
県
立
玉
名
農
業
高

等
学
校
と
し
て
独
立
す
る
な
ど

幾
多
の
変
還
を
経
て
、
平
成
３

年
に
校
名
変
更
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
創
立
７７
年
の
歴
史
と

伝
統
を
有
す
る
本
校
は
普
通

科
、
園
芸
科
学
科
、
造
園
科
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
科
、
家

政
科
学
科
か
ら
な
る
５
学
科
の

専
門
高
校
で
す
。
地
域
に
密
着

し
た
専
門
高
校
と
し
て
各
界
の

リ
ー
ダ
ー
を
地
域
に
送
り
出

し
、
存
在
感
を
高
め
て
い
く
と

同
時
に
、
専
門
の
学
び
を
活
か

し
た
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

２
．
造
園
科
の
概
要

昭
和
４８
年
に
熊
本
県
立
玉
名

農
業
高
等
学
校
園
芸
科
造
園
コ

ー
ス
か
ら
独
立
し
、「
環
境
緑

地
科
」
と
し
て
新
設
し
、
高
度

成
長
期
に
差
し
か
か
っ
た
日
本

の
環
境
問
題
を
学
ぶ
学
科
を
い

ち
早
く
取
り
入
れ
、
昭
和
５７
年

「
造
園
科
」
に
科
名
変
更
し
ま

し
た
。
本
科
で
は
自
然
環
境
の

保
全
や
、
造
園
に
関
す
る
専
門

分
野
を
学
び
、
都
市
計
画
や
庭

造
り
、
公
園
設
計
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
、
景
観
の
保
全
と
整

備
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
学
び
を
と
お
し
て
、
造

園
的
デ
ザ
イ
ン
を
身
に
付
け
地

域
環
境
を
創
造
で
き
る
技
術
と

心
豊
か
な
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

３
．
特
色
あ
る
教
育
活
動

造
園
科
の
学
び
を
多
く
の
人

達
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

地
元
を
中
心
に
庭
園
出
展
や
地

域
と
の
交
流
活
動
、
各
種
競
技

大
会
へ
の
参
加
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
「
玉
名
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
」

庭
園
作
製

６
月
に
開
催
さ
れ
た
玉
名
花

し
ょ
う
ぶ
祭
り
の
期
間
中
、
会

場
で
蹲
踞
を
中
心
と
し
た
箱
庭

を
作
製
し
ま
し
た
。
ま
た
、
玉

名
市
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
、
玉

名
市
役
所
や
新
玉
名
駅
に
ま
つ

り
告
知
用
の
シ
ョ
ウ
ブ
を
用
い

た
箱
庭
を
作
製
し
ま
し
た
。
授

業
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
の
成

果
を
一
般
の
方
々
に
理
解
し
て

頂
く
の
と
同
時
に
生
徒
達
の
学

習
成
果
発
表
の
場
と
な
り
、
関

心
・
意
欲
を
喚
起
で
き
る
良
い

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
「
全
国
都
市
緑
化
く
ま
も
と

フ
ェ
ア
」
庭
園
出
展

令
和
４
年
３
月
に
「
第
３８
回

全
国
都
市
緑
化
く
ま
も
と
フ
ェ

ア
」
が
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
、

造
園
科
２
、
３
年
生
全
員
で
庭

園
を
作
製
し
ま
し
た
。「
こ
ど

も
た
ち
の
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に

生
徒
自
身
で
庭
の
デ
ザ
イ
ン
か

ら
施
工
ま
で
を
行
い
、
農
業
系

高
等
学
校
の
部
で
最
優
秀
賞
で

あ
る
熊
本
県
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

③
各
種
競
技
大
会
出
場

平
成
２６
年
度
よ
り
６
年
連
続

技
能
五
輪
全
国
大
会
に
出
場
。

平
成
２６
年
度
、
平
成
３０
年
度
、

令
和
元
年
度
に
は
学
生
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
令
和
元
年
度
に
は

若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

に
も
出
場
し
て
敢
闘

賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
今
年
も
広
島
県

で
開
催
さ
れ
る
若
年

者
も
の
づ
く
り
競
技

大
会
に
出
場
し
ま

す
。

④
環
境
教
育
交
流
活

動
学
校
近
隣
の
保
育

園
、
小
、
中
学
校
と

の
「
環
境
教
育
交
流

活
動
」
で
は
、
生
徒

が
先
生
役
と
な
り
樹

木
の
剪
定
や
木
材
の

看
板
づ
く
り
、
真
竹

を
活
用
し
た
竹
製
品

づ
く
り
な
ど
体
験
交

流
会
を
実
施
し
、
緑

の
大
切
さ
や
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
子

供
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

⑤
日
吉
山
田
神
社
「
山
田
の

藤
」
剪
定
管
理

平
成
２０
年
度
よ
り
毎
年
１
月

と
５
月
に
山
田
の
藤
保
存
会
及

び
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
県
指

定
天
然
記
念
物
「
山
田
の
藤
」

の
剪
定
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
頃
、
学
習
し
て
い
る
造

園
の
知
識
や
技
術
を
活
か
せ
る

交
流
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
自
身
が
地
域

理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

全
国
で
も
造
園
科
を
設
置
し

て
い
る
学
校
は
少
な
く
、
県
内

唯
一
の
造
園
科
で
は
地
域
貢

献
・
地
域
連
携
を
目
的
に
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
学
習
成
果
を

発
揮
す
る
機
会
が
生
ま
れ
、
学

習
の
深
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

と
お
し
て
、
生
徒
達
の
地
域
へ

理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
、
地
域

課
題
の
発
見
や
郷
土
愛
の
醸
成

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
交
流
活
動
を
と
お
し

て
、
地
域
の
方
々
が
本
校
な
ら

び
に
造
園
科
へ
の
理
解
・
関
心

を
深
め
、
造
園
業
界
の
中
核
と

と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

会員動向
代表者変更
�()新 髙野直樹 ㈲エコライズ（千葉県）
�()新 濱地朋紀 太平洋マテリアル㈱（東京都）
E-mail tomonori-hamachi@taiheiyo-m.co.jp
電話番号変更
�()新オ―セブン㈱ ☎０４８‐７４１‐８１７７

会社名・代表者・住所・電話・メールアドレス変更
�()新 ㈱ジーアール（旧 ㈲井本緑化資材）
〒８６１‐４６１６ 熊本県上益城郡

甲佐町田口３８８１‐５
☎０９６‐２８５‐４５７１ FAX０９６‐２８５‐４５７３
E-mail info@granks.jp

退会
�㈱改良園（埼玉県）
�大門園（千葉県）

�村越兼人（千葉県）
�リゾートトラスト㈱ 賛助会員
訃 報

�仲田正子 様（仲田茂司氏の御母堂様）
㈲仲田種苗園（福島県）
令和４年８月１９日没 享年８６歳
�井上一雄 様（井上友二氏のご尊父様）
植木処・井上園（神奈川県）
令和４年８月２６日没 享年８７歳

�髙橋秀雄 様（高橋英治氏のご尊父様）
㈲第一緑化（埼玉県）
令和４年９月１９日没 享年９１歳

�石田三女子 様（石田弘明氏の御母堂様）
㈲東海農園（愛知県）
令和４年８月２９日没 享年８５歳
�佐土原富治 様（佐土原周二氏の御尊父様）
㈲熊本植木センター（熊本県）
令和４年１０月７日没 享年８６歳

秋の山野を彩る花の筆頭ともいえる野草の一つに野菊があります。ただし、野菊という植物は無くて、一般に
はキク属（Chrysanthemum）やシオン属（Aster）、ヨメナ属（Kalimeris）などの植物を総称して野菊と呼ん
でいます。キク属は最もキクらしい種類で、秋の中旬から後半にかけて花の盛りを迎えます。シオン属とヨメナ
属は開花が比較的早く９月の中頃から咲き出します。両属はよく似ていて見分けることがむずかしい種類ですが、
種子（痩果）に目で見て確認できる５㎜くらいの冠毛がある種類がシオン属で、ルーペなどを使わないと確認で
きない、冠毛がほとんど無いように見える種類がヨメナ属です。
今回はシオン属（Aster）の花を紹介します。シオン属にはシオンやダルマギク、コンギクなど古くから園芸
植物として栽培されている種類もありますが、それ以外
の種類は土手や草原、落葉広葉樹の疎林内や林縁などに
生育しています。最近は自然志向もあり、ガーデニング
材料として販売されているものも見かけます。いずれも
多年草で、丈夫で、明るい半日陰などの湿り気のある場
所に植えれば、ランナーを伸ばして群生するので、手間
がかからず、毎年秋にはかわいい花が楽しめます。

保育園との交流活動

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

ダルマギク

コンギク

問若林芳樹 ㈱アスコット ☎０４５‐２２２‐０２１５

シオン

玉名市役所内 箱庭作製

秋を彩る野菊

技能五輪全国大会出場

山田の藤 剪定管理



（8）緑 化 通 信2022年（令和４年）10月25日 火曜日（第495号）

teatime

ナ 

ラ 

枯 

れ

ナ
ラ
枯
れ

ナ
ラ
枯
れ

植
木
類
に
加
害
す
る
外
来
病
害
虫
・
東
京
周
辺
の
事
例
⑩

植
木
類
に
加
害
す
る
外
来
病
害
虫
・
東
京
周
辺
の
事
例
⑩

樹
木
医

小  

林　
　

明

特
集

ちょっと一息、ほっこり出来るような記事を募集しています。是非お送り下さい。 ②渋野日向子
２０１９年、日本の『スマイルシンデレラ』に世界
中が熱狂しました！全英女子オープンで優勝した
彼女は、見ている人もつられて笑顔になるような
微笑みで、多くのファンを魅了しました。もちろ
ん私もそのうちの一人であります。この笑顔を何
とか表現しようとしましたがなかなか本人のよう
にかわいらしい笑顔が描けず、３枚描いてやっと
出来上がったものです。今後の活躍も楽しみで
す。

今回は似顔絵を紹介させていただきます。人の顔を描くのはその時の気持
ちも表現しますので、とても難しいですが、時事ごとに気になった方を時折
描いております。

①安倍晋三元総理大臣
先日凶弾に倒れた安倍元首相。この
絵は２０１２年の第二次安倍政権発足後に
描いたものです。安倍首相のやる気に
満ちた雰囲気と、期待を込めて背景を
朱赤一色にしました。お顔立ちが上品
で優しさが溢れていますが、その奥に
秘められた芯の強さを表現しました。
ご冥福をお祈りいたします。

③オバマとトランプ
２０１７年、民主党のオバマ氏から共和党のトラン
プ氏へ政権が交代した。「イエス・ウイ・キャン」
から「アメリカン・ファースト」へ。理想と現実
のはざまで揺れたオバマ氏の８年間から、好き勝
手しそうなトランプ氏へ。少し心配そうなオバマ
氏とあとは任せておけと言わんばかりのトランプ
氏を描きました。この絵はオバマ氏の気持ちに寄
り添うような形で、アメリカの将来に霧が立ち込
めている雰囲気を描きました。

ナ
ラ
枯
れ
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
（
通
称
カ
シ
ナ

ガ
）
と
い
う
小
さ
な
甲
虫
が
多

数
で
加
害
す
る
こ
と
に
よ
り
発

生
し
ま
す
。
こ
の
虫
の
雌
が
カ

ビ
の
菌
を
持
ち
込
ん
で
木
部
に

カ
ビ
を
発
生
さ
せ
、
病
気
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
病
名
は
「
ブ

ナ
科
樹
木
萎
凋
病
」
と
呼
ば

れ
、
カ
シ
ナ
ガ
が
飛
散
し
て
感

染
を
広
め
て
い
ま
す
。
コ
ナ
ラ

や
ク
ヌ
ギ
、
ア
ラ
カ
シ
、
シ
ラ

カ
シ
、
マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
の
ブ

ナ
科
樹
木
に
発
生
し
ま
す
が
、

ど
う
い
う
わ
け
か
ブ
ナ
に
は
発

生
し
ま
せ
ん
。

国
内
で
は
本
州
か
ら
九
州
に

か
け
て
発
生
し
、
東
日
本
で
は

ミ
ズ
ナ
ラ
や
コ
ナ
ラ
、
西
日
本

で
は
シ
イ
・
カ
シ
類
に
被
害
が

目
立
ち
ま
す
。
東
京
都
と
そ
の

周
辺
は
、
近
年
の
発
生
で
す
。

【
国
内
由
来
の
外
来
種
】

外
来
種
に
は
外
国
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
種
類
と
、
分
布
し
て

い
な
か
っ
た
地
域
に
国
内
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
種
類
と
が
あ
り

ま
す
。
カ
シ
ナ
ガ
は
本
土
部
の

東
京
都
と
周
辺
で
の
確
認
が
近

年
で
あ
る
た
め
、
国
内
由
来
の

外
来
種
に
当
た
り
ま
す
。

東
京
都
で
は
八
丈
島
と
三
宅

島
、
御
蔵
島
に
カ
シ
ナ
ガ
が
生

息
し
て
い
ま
す
が
、
本
土
部
で

は
近
年
ま
で
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
筆
者
が
東
京
都
環
境
局
に

在
職
中
の
２
０
１
０
年
か
ら
数

年
間
、
八
丈
島
な
ど
で
ナ
ラ
枯

れ
が
広
が
っ
た
た
め
、
港
湾
部

周
辺
で
カ
シ
類
の
観
察
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き

は
侵
入
を
見
か
け
ま
せ
ん
で
し

た
。東

京
都
と
周
辺
で
は
２
０
１

８
年
ご
ろ
か
ら
ナ
ラ
枯
れ
が
出

始
め
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
に

は
丘
陵
地
の
樹
林
に
枯
木
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
区
部
の
樹

林
地
や
公
園
な
ど
に
も
広
が
り

ま
し
た
。
今
年
の
多
摩
地
域
の

丘
陵
で
は
、
写
真
１
の
よ
う
に

多
発
状
態
で
す
。

【
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
】

カ
シ
ナ
ガ
は
「
養
菌
性
キ
ク

イ
ム
シ
」
の
１
種
で
、
体
長
が

５
㎜
ほ
ど
、
つ
や
の
あ
る
黒
色

で
す
（
写
真
２
）。
雌
の
胸
部

の
背
中
側
に
通
称
「
ナ
ラ
菌
」

と
呼
ば
れ
る
カ
ビ
菌
が
あ
り
ま

す
。
木
部
に
侵
入
し
て
坑
道
と

呼
ば
れ
る
孔
を
作
り
、
そ
の

後
、
背
中
の
カ
ビ
菌
が
木
部
に

移
っ
て
カ
ビ
を
発
生
さ
せ
、
こ

れ
が
餌
に
な
り
ま
す
。
カ
ビ
は

た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
で
、
良
質

な
餌
を
生
産
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
カ
シ
ナ
ガ
が
集
団
で
侵

入
し
た
木
部
は
、
孔
と
カ
ビ
に

よ
り
根
か
ら
吸
収
し
た
水
や
栄

養
分
の
供
給
を
絶
た
れ
、
徐
々

に
上
部
に
あ
る
枝
に
枯
死
が
発

生
し
ま
す
。

よ
く
似
た
甲
虫
に
ヨ
シ
ブ
エ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
あ
り
、
カ

シ
ナ
ガ
と
同
じ
よ
う
に
カ
ビ
菌

を
木
の
中
に
持
ち
込
ん
で
枯
死

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
虫
は
、
東
京
都
内
に
も
生
息

し
、
主
に
落
葉
樹
に
寄
生
し
ま

す
が
、
枯
死
さ
せ
る
こ
と
は
ま

れ
で
す
。

【
ナ
ラ
枯
れ
の
特
徴
】

・
大
径
木
が
多
い

ナ
ラ
枯
れ
が
発
生
す
る
木

は
、
ほ
と
ん
ど
が
幹
径
２０
〜
３０

㎝
以
上
の
成
木
で
、
幼
木
は
ご

く
ま
れ
で
す
。
枯
れ
る
木
は
、

カ
シ
ナ
ガ
の
「
集
団
加
害
（
マ

ス
ア
タ
ッ
ク
）」と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
、
多
数
の
カ
シ
ナ
ガ
が
侵

入
し
て
い
ま
す
。
幹
へ
の
侵
入

が
多
く
、
穴
の
径
は
１
㎜
ほ
ど

で
爪
楊
枝
の
先
が
す
っ
ぽ
り
入

り
ま
す
（
写
真
３
）。
穴
か
ら

細
か
な
木
く
ず
（
フ
ラ
ス
）
を

排
出
し
、
樹
皮
や
根
元
に
白
っ

ぽ
い
痕
跡
を
残
し
ま
す
。

・
枯
れ
な
い
木
も
あ
る

集
団
加
害
を
受
け
た
木
は
、

全
て
枯
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
枯
れ
た
割
合
が
樹
冠
の

半
分
程
度
以
下
の
場
合
は
枯
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
枯
れ

な
か
っ
た
木
の
中
に
は
、
翌
年

以
降
、
集
団
加
害
を
受
け
ず
に

残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

・
樹
林
地
で
は
年
数
を
か
け
て

被
害
が
拡
大

多
摩
丘
陵
の
発
生
状
況
を
見

る
と
、
年
数
を
か
け
て
徐
々
に

枯
木
が
増
え
て
い
ま
す
。
か
つ

て
の
雑
木
林
が
手
入
れ
さ
れ
な

か
っ
た
結
果
、
大
木
が
増
え
て

カ
シ
ナ
ガ
に
は
生
き
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

・
な
ぜ
近
年
に
東
京
か

林
野
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

全
国
的
な
ナ
ラ
枯
れ
発
生
の
ピ

ー
ク
は
２
０
１
０
年
で
す
。
発

生
が
増
え
た
原
因
に
は
、

１
９
５
０
年
代
の
燃
料
革
命
に

よ
り
薪
炭
林
と
し
て
の
管
理
が

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す

が
、
東
京
都
と
周
辺
で
は
な
ぜ

５０
年
以
上
後
に
大
発
生
し
て
い

る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

【
防
除
】

大
量
に
発
生
し
て
い
る
樹
林

の
様
子
を
見
る
と
、
な
す
す
べ

が
な
い
と
い
う
印
象
で
す
が
、

以
下
の
よ
う
な
防
除
例
が
あ
り

ま
す
。

・
伐
採

枯
れ
た
木
が
対
象
で
、
成
虫

が
脱
出
し
て
飛
散
し
始
め
る
５

月
以
前
に
地
際
で
伐
採
し
ま

す
。
伐
採
後
の
脱
出
を
防
ぐ
た

め
チ
ッ
プ
化
や
焼
却
処
分
し
、

切
り
株
も
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
か

土
を
か
け
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。

・
ビ
ニ
ー
ル
や
塗
膜
剤
に
よ
る

被
覆侵

入
を
防
ぐ
方
法
で
、
カ
シ

ナ
ガ
が
侵
入
す
る
高
さ
は
５
m

以
上
の
例
も
あ
り
ま
す
が
、
侵

入
が
多
い
２
〜
３
m
ま
で
を
対

象
に
施
業
し
ま
す（
写
真
４
）。

・
薬
剤
、
ト
ラ
ッ
プ

殺
菌
剤
（
商
品
名：

ウ
ッ
ド

キ
ン
グ
、
ケ
ル
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
）
を
根
元
で
樹
幹
注
入
す
る

方
法
（
写
真
５
）
や
、
殺
虫
剤

（
同
キ
ク
イ
ム
シ
コ
ロ
リ
や
ス

ミ
パ
イ
ン
乳
剤
な
ど
）
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
成
虫
の
数
を

抑
え
る
方
法
と
し
て
は
ト
ラ
ッ

プ
の
設
置
が
あ
り
、
発
生
状
況

の
把
握
や
成
虫
の
発
生
数
の
抑

制
、
カ
シ
ナ
ガ
で
あ
る
こ
と
の

確
認
に
役
立
ち
ま
す
。

シリーズ

写真４ ビニール被覆の例

写真１ 多摩丘陵のナラ枯れの例

丹下 幸雄
㈱瀬戸内園芸センター（愛媛県）

写真５ 樹幹注入剤の使用例

写真２ カシナガ成虫と幼虫・２０２２年９月

写真３ 集団加害とフラス
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